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ツ
ア
ー
の
後
半
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
す
。

　

葛
西
臨
海
公
園
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
、
３

ス
タ
イ
ル
あ
り
ま
す
が
、「
準
備
・

片
付
け
ま
で
セ
ッ
ト
、
呑
み
放
題
付

き
」
の
「
手
ぶ
ら
Ｂ
Ｂ
Ｑ
）」
が
一

番
楽
な
の
で
、
こ
れ
に
し
ま
す
。

　

標
準
セ
ッ
ト
（
お
肉
タ
ッ
プ
リ

Ｂ
Ｂ
Ｑ
）
は
、
結
構
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
向
け
の
セ
ッ
ト
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今
年
の
秋
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
は
、

「
葛
西
臨
海
公
園
散
策
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」。

10
月
６
日
開
催
で
す
。
時
期
的
に
、

当
日
は
晴
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
念

の
た
め
、
雨
天
順
延
と
し
、
予
備
日

を
10
月
10
日
に
設
定
し
ま
し
た
。

に
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
10
月
の
メ

ニ
ュ
ー
は
未
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
12
時
30
分
開
始
、
15
時

中
締
め
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

10月６日
日
帰
り
ツ
ア
ー

葛
西
臨
海
公
園
散
策
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ

雨
天
順
延
・
予
備
日
は
10
月
10
日

ツアープラン
▼集　合
　10 時、葛西臨海公園駅前
▼葛西臨海水族園見学
　10 時 10 分～ 11 時 40 分
▼展望広場散策
　11 時 50 分〜 12 時 20 分
▼ＢＢＱ
　12 時 30 分〜 15 時

水
族
園
と
展
望
広
場
散
策

お
手
軽
「手
ぶ
ら
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」

会
費
は
４
千
円
の
予
定

９月下旬草紅葉の上毛無岱より９月下旬草紅葉の上毛無岱より
八甲田山（井戸岳と大岳）八甲田山（井戸岳と大岳）

　

10
時
、『
葛
西
臨
海
公
園
』
駅
前

集
合
、
即
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

最
初
に
、「
マ
グ
ロ
回
遊
大
水
槽
」

が
有
名
な
『
葛
西
臨
海
水
族
園
』
を

見
学
し
ま
す
。
滞
在
は
１
時
間
半

を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
世
界
の
海
、

東
京
の
海
、
深
海
生
物
、
渚
の
生
物
」

な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
、
マ
グ
ロ
は
勿

論
、
サ
メ
、
ペ
ン
ギ
ン
は
必
見
で
す
。

　

水
族
園
を
出
た
ら
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩

き
「
展
望
広
場
」
で
東
京
湾
を
眺
め

ま
す
。
今
回
は
、
大
観
覧
車
に
は
乗

ら
な
い
予
定
で
す
が
、
参
加
者
の
要

望
次
第
で
、計
画
変
更
も
可
能
で
す
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
未
定
な
の

で
、
標
準
セ
ッ
ト
を
前
提
に
会
費

を
設
定
。
ち
ょ
っ
と
お
高
め
で
す
が

４
千
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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秋
の
学
習
会
の
テ
ー
マ
は
、「
相

続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。

　
「
相
続
」
で
の
も
め
ご
と
は
意
外

に
多
い
と
聞
き
ま
す
。ま
た
、「
相
続
」

を
ス
ム
ー
ス
に
行
う
た
め
、「
遺
言
」

が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
学
習
会
講
師
は
、労
金
提
携
の「
相

続
と
遺
言
」
専
門
家
。
詳
し
い
お
話

し
を
聞
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、「
相
続
」
に
関
す
る
こ
と
は
、

千
差
万
別
、
個
人
ご
と
に
状
況
が
違

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
講
演
の
後
、
個

別
相
談
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

訃
報

　

奥
様
は
横
浜
市
議
だ
っ
た
貞
子

さ
ん
で
す
。
８
月
23
日
に
故
人
宅

を
弔
問
し
た
際
、
奥
様
か
ら
「
お

互
い
の
運
動
領
域
の
こ
と
は
不
干

渉
、
自
由
を
貫
い
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。「
ケ
ン
カ
は
絶
え
な
か
っ

た
け
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
前
で
は

や
ら
な
か
っ
た
」と
の
お
話
し
に
は
、

同
席
し
て
い
た
お
嬢
さ
ん
は
「
そ

う
だ
っ
た
か
し
ら
？
」
と
。
ま
あ
、

そ
れ
は
と
も
か
く
、
活
動
家
同
志

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
理
想
に
近

い
関
係
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
富

士
雄
さ
ん
は
貞
子
さ
ん
の
掌
の
上

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
。

　

持
病
の
心
臓
病
の
悪
化
に
よ
り
、

入
所
し
て
い
た
老
人
ホ
ー
ム
で
ご

家
族
に
見
守
ら
れ
て
、
静
か
に
息

を
引
き
取
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
享

年
86
歳
、
故
人
の
冥
福
を
祈
り
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

前
会
長
の
丹
野

富
士
雄
さ
ん
が
５
月
27
日
に
亡
く

な
っ
た
と
、
８
月
初
め
に
奥
様
か
ら

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

丹
野
さ
ん
は
、
日
本
鋼
管
で
プ

ラ
ン
ト
関
連
業
務
に
従
事
し
た
後
、

73
年
清
掃
局
に
入
職
、
多
摩
川
工

場
配
属
。
委
員
長
な
ど
支
部
役
員

を
歴
任
、
78
年
に
東
京
清
掃
中
執
、

賃
金
部
長
、
現
業
部
長
、
副
委
員

長
を
経
て
自
治
労
現
業
局
長
に
就

任
。
自
治
労
中
執
退
任
後
、
品
川

清
掃
事
務
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。

　

退
職
当
時
、
清
掃
退
は
再
建
前
。

い
ろ
い
ろ
な
経
緯
で
親
交
の
あ
っ
た

横
浜
市
環
境
支
部
退
職
者
会
に
加

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
13
年
５
月
、

北
條
会
長
（
当
時
）
が
庄
司
事
務

局
長
（
当
時
）
と
と
も
に
横
浜
市

環
境
支
部
退
職
者
会
50
周
年
祝
う

会
に
参
加
し
た
際
、
丹
野
さ
ん
に

会
員
に
な
る
よ
う
勧
め
、
当
会
に

加
入
。
16
年
５
月
か
ら
副
会
長
、

22
年
６
月
、
第
５
代
会
長
に
就
任
、

24
年
６
月
に
退
任
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
は
社
会
党
・
社
民
党
の

活
動
に
従
事
、
社
民
党
横
浜
支
部

書
記
長
を
長
く
担
う
一
方
、
団
地
の

自
治
会
長
な
ど
、
熱
心
に
地
域
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

前
会
長
丹
野
富
士
雄
さ
ん
逝
去
逝
去機関紙新年号用写真機関紙新年号用写真

（22 年 12 月５日撮影）（22 年 12 月５日撮影）

相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー

相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー

～
「
争
族
」
に
し
な
い
た
め
に
～

～
「
争
族
」
に
し
な
い
た
め
に
～

秋
の
学
習
交
流
会

99・・1111
　

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
要

望
が
出
さ
れ
て
い
た
清
掃
工
場
見
学

で
す
。
駅
近
で
観
光
名
所
も
近
い
清

掃
工
場
は
か
な
り
限
ら
れ
ま
す
。
目

黒
工
場
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

工
場
見
学
の
後
、
目
黒
と
い
え
ば

「
目
黒
不
動
」「
い
や
い
や
、
目
黒
雅

叙
園
の
百
段
階
段
は
必
見
」な
ど
と
、

学習交流会の案内
○ 日　時　９月１１日（木）
　　　　　 午後１時１５分開会
○ 場　所　清掃会館地下ホール
○ テーマ　相続・遺言セミナー
○ 講　師　労金提携の相続関係専門家
　　　　　 講演後、個別相談会を設定
○ 懇親会　午後３時３０分頃から
　　　　 　場所は当日案内
　　　　　 会費１,000 円の予定

目
黒
工
場
見
学
＋
α

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

11月

観
光
場
所
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
案
は
、
９

月
幹
事
会
で
決
め

ま
す
が
、
開
催
日

は
11
月
半
ば
、
参

加
募
集
は
10
月
に

行
い
ま
す
。
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東
京
清
掃
は
反
戦
活
動
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
夏
、
高
校
生
平
和
大
使

を
招
き
「
平
和
学
習
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
被
爆
・
敗
戦
80
年
の
今

年
は
８
月
１
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
平
和
大
使
は
98
年
、
核
兵

器
廃
絶
と
世
界
平
和
を
国
連
に
訴
え

る
こ
と
を
目
的
に
発
足
。
市
民
の
カ

ン
パ
で
派
遣
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
27

年
間
で
500
人
以
上
の
平
和
大
使
が
、

「
高
校
生
１
万
人
署
名
」
等
の
活
動

成
果
を
携
え
て
国
連
を
訪
問
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
28
代
高
校
生
平
和
大

使
の
田
口
征
志
郎
さ
ん
と
池
田
華
さ

ん
、
高
校
生
１
万
人
署
名
活
動
メ
ン

バ
ー
の
高
校
生
４
人
が
「
平
和
学
習

　

平
和
大
使
の
お
二
人
は
、
平
和
大

使
を
志
願
し
た
思
い
や
活
動
実
績
、

広
島
・
長
崎
・
東
京
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
活
動
内
容
を
報

告
、ま
た
、池
田
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
留
学
時
の
独
自
活
動
を
、
田

口
さ
ん
は
、
母
校
で
被
爆
者
の
同
級

生
支
援
に
生
徒
会
が
立
ち
上
が
り
、

募
金
運
動
も
広
げ
た
活
動
を
描
い
た

記
録
映
画
「
無
限
の
瞳
」
を
上
映
、

学
校
ぐ
る
み
の
平
和
活
動
が
今
も
続

い
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
、
核
廃
絶
・
世
界
平
和
の

機
運
は
高
ま
り
ま
し
た
が
、
世
界
で

は
侵
略
や
虐
殺
が
止
ま
ず
、
核
の
脅

威
も
増
し
て
い
ま
す
。
被
爆
者
の
高

＊
場　

所　

曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

▼
清
掃
・
人
権
交
流
会
「
と
場
見
学

と
場
見
学
」

＊
日　
時　
９
月
30
日
（
火
）
と

　
　
　
　
　
10
月
３
日
（
金
）

＊
場　
所　
芝
浦
と
場

▼
排
外
主
義
を
許
さ
ず
、
外
国
人

労
働
者
と
共
生
す
る
社
会
を
築
こ

う
労
働
者
・
市
民
集
会
（
紹
介
）

＊
日　
時　
９
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　

所　

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

＊
講　
師　
鳥
居
一
平
さ
ん

　
　
　
　
　
（
移
住
連
共
同
代
表
理
事
）

◆
都
庁
退
職
者
連
合
親
睦
交
流
会

＊
日　
時　
10
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
８
時
、
都
庁
前
集
合

＊
内　
容　
埼
玉
平
和
資
料
館
見
学
、

玉
川
温
泉
入
浴
、
紙
漉
き
体
験

■
日
帰
り
親
睦
旅
行

＊
日　
時　
10
月
６
日
（
月
）

＊
内　

容　

葛
西
臨
海
公
園
散
策

　
　
　
　
　
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

＊
集　
合　
10
時
・
葛
西
臨
海
公
園
駅

●
10
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動

＊
日　
時　
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
14
時
00
分
〜

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前
歩
道

●
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会

＊
日　
時　
10
月
31
日
（
金
）
13
時

＊
場　
所　
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

９
月
〜
10
月
の
主
な
行
事
と
行
動
予
定定

■
退
職
者
会
「
学
習
交
流
会
25
秋
」

＊
日　
時　
９
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
15
分

＊
場　
所　
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

＊
テ
ー
マ　
相
続
・
遺
言
セ
ミ
ナ
ー

▼
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
戦
後
80
年
企
画

＊
日　

時　

９
月
12
日
（
金
）　　
　

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　
所　
連
合
会
館
２
０
１
会
議
室

＊
テ
ー
マ　
山
花
郁
夫
議
員
と
憲
法
の

　
　
　
　
　
話
し
を
し
よ
う

■
地
公
三
単
産
・
地
公
退
高
齢
者
集
会

＊
日　
時　
９
月
17
日
（
水
）　　

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜

＊
場　
所　
日
本
教
育
会
館

■
全
国
高
齢
者
集
会

＊
日　
時　
９
月
18
日
（
木
）　　

　
　
　
　
　
13
時
00
分
〜

＊
場　
所　
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

●
９
・
19
国
会
正
門
前
行
動

＊
日　
時　
９
月
19
日
（
金
）　　

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

＊
場　
所　
国
会
正
門
前
歩
道

●
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会

＊
日　
時　
９
月
23
日
（
火
・
休
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜

＊
場　

所　

代
々
木
公
園
Ｂ
地
区

●
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
東
京
集
会

＊
日　
時　
９
月
25
日
（
木
）　　

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜

齢
化
も
進
み
、
そ
の
訴
え
を
直
接

聞
く
機
会
も
益
々
少
な
く
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
被
爆
者
の
声

を
受
け
止
め
て
伝
承
し
、
次
世
代

に
核
廃
絶
や
世
界
平
和
を
訴
え
る

活
動
は
さ
ら
に
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
高
校
生
平
和
大
使
の
活
動

も
そ
の
一
翼
を
担
い
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
と
て
も
心
強
く
感
じ
、

私
た
ち
も
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

（
押
田
五
郎
記
。写
真
東
京
清
掃
提
供
）

高
校
生
平
和
大
使
と
交
流
し
て

高
校
生
平
和
大
使
と
交
流
し
て
会
」
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
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敗
戦
か
ら
80
年
の
筋
目
、
今
年

も
８
月
15
日
に
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

主
催
の
『
戦
争
犠
牲
者
追
悼
、
平

和
を
誓
う
８
・
15
集
会
』
が
、千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
改
め
て
、

世
界
の
恒
久
平
和
実
現

　
へ
向
け
た
不
断
の
努
力
を
誓
う

　

黙
祷
に
続
き
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
共
同
代
表
染
裕
之
さ
ん
、
立
憲

民
主
党
近
藤
昭
一
さ
ん
、
社
会
民

主
党
ラ
サ
ー
ル
石
井
さ
ん
、
立
憲

フ
ォ
ー
ラ
ム
阿
部
知
子
さ
ん
、
戦

争
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
事

務
局
長
内
田
雅
敏
さ
ん
が
『
誓
い

の
こ
と
ば
』
を
述
べ
、「
歴
史
の
忘

却
を
許
さ
ず
、
平
和
憲
法
の
理
念

の
も
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
…
不
断
の
努
力
を
続
け

て
い
く
」（
染
発
言
）
決
意
を
込
め
、

参
加
者
全
員
が
献
花
し
ま
し
た
。

　「
歴
史
の
歪
曲
」
を
許
さ
ず

　「
戦
争
国
家
」
へ
の
道
阻
止
を
！

　『
誓
い
の
こ
と
ば
』
で
染
裕
之
さ

ん
は
「
今
日
の
日
本
は
、
平
和
憲
法

の
理
念
に
逆
行
し
、
戦
前
の
『
戦
争

国
家
』
へ
と
踵
を
返
し
進
も
う
と
し

て
い
る
」「
軍
備
増
強
に
ひ
た
走
る

姿
は
、ア
ジ
ア
諸
国
に
脅
威
を
与
え
、

相
互
不
信
を
増
幅
さ
せ
る
」と
批
判
、

内
田
雅
敏
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な

社
会
を
招
来
さ
せ
た
こ
と
」
に
痛

苦
の
反
省
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
過
去
が
現
在
を
動
か
す
」（
本

年
度
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
韓
江

さ
ん
）、
80
年
前
、
国
家
に
よ
り
非

業
・
無
念
な
死
が
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
歴
史
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
一
歩
で
も

前
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
犠
牲
者
追
悼
、
平
和
を
誓
う
８
・
15
集
会

戦
争
す
る
国
へ
の
変
身
に
痛
苦
の
反
省
を
込
め
て

平和を誓い献花する集会参加者平和を誓い献花する集会参加者

「誓いのことば」「誓いのことば」
染裕之染裕之平和フォーラム平和フォーラム

共同代表共同代表

　

旧
総
評
が
結
成
し
た
国
民
文
化

会
議
の
流
れ
を
く
む
『
市
民
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
主
催
の
８
・
15
集
会

が
日
本
教
育
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
戦
後
80
年
～
運
動

の
経
験
と
市
民
の
力
」
で
し
た
。

　

問
題
提
起
は
、
三
里
塚
歴
史
考
証

室
代
表
の
平
野
靖
織
さ
ん
、
辺
野
古

カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
の
水
沢
澄
江
さ
ん
、

元SEALDs

の
弁
護
士
久
道
瑛
未
さ

ん
、
反
原
発
運
動
の
国
学
院
大
学
名

誉
教
授
菅
井
益
郎
さ
ん
の
４
人
。

　

平
野
さ
ん
は
、
成
田
空
港
建
設
反

対
闘
争
を
「
農
民
の
地
に
足
の
つ
い

た
闘
い
だ
っ
た
」と
強
調
し
ま
し
た
。

闘
い
の
過
程
で
若
い
層
が
、
農
業
の

機
械
化
・
集
約
化
・
単
一
栽
培
で

は
な
く
、
有
機
農
法
を
始
め
、
都

市
部
と
の
連
帯
の
構
造
を
つ
く
っ

た
こ
と
も
長
い
闘
い
を
支
え
た
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
水
沢
さ
ん
は
、

辺
野
古
は
米
軍
の
戦
略
再
編
の

関
係
で
不
必
要
な
基
地
だ
が
、
南

西
諸
島
軍
事
要
塞
化
の
一
環
と
し

て
建
設
が
強
行
さ
れ
て
い
る
。
戦

争
す
る
国
づ
く
り
阻
止
へ
「
み
ん

な
が
反
対
す
れ
ば
、
戦
争
は
止
め

ら
れ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
菅
井

さ
ん
は
、
引
退
世
代
が
闘
い
の
場

に
居
続
け
る
意
義
を
語
り
ま
し
た
。

　

お
三
方
は
引
退
世
代
、
唯
一
現
役

世
代
の
久
道
さ
ん
は
、SEALDs

の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
現
代
若
者
事
情

を
話
さ
れ
ま
し
た
。「
20
〜
30
代
は

利
他
的
精
神
が
乏
し
い
、
40
代
以
下

の
弁
護
士
は
『
政
治
活
動
は
す
べ
き

で
は
な
い
』
と
の
意
見
が
強
い
。
60

代
以
下
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
政
治
意

識
を
形
成
さ
せ
て
い
る
。
選
挙
期
間

中
に
デ
マ
情
報
で
金
儲
け
す
る
状
態

を
変
え
な
い
と
ま
ず
い
。
リ
ベ
ラ
ル

が
政
治
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
正
確

な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
道
を
ど

う
探
る
か
が
重
要
。
運
動
の
決
め
手

は
、
女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
だ
」。

戦後８０年戦後８０年
運動の経験と市民の力運動の経験と市民の力

権
力
に
抗
す
る
闘
い
の
意
義

政
治
を
市
民
の
手
に
取
り
戻
せ

元 SEALDs の弁護士元 SEALDs の弁護士
久道瑛未さん久道瑛未さん
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暑
さ
で
う
だ
る
東
京

を
逃
れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ

気
分
の
立
山
室
堂
で
３

泊
４
日
の
夏
休
み
。
天

気
に
恵
ま
れ
、
山
の
涼

気
と
満
開
の
高
山
植
物

で
元
気
回
復
。
晴
天
に

清
掃
本
部
や
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
戦

後
80
年
」
の
平
和
の

と
り
組
み
に
参
加
。

　

参
政
党
な
る
、
デ

マ
の
拡
大
（
歴
史
の

修
正
）
と
人
気
取
り

で
議
席
を
増
や
す
、

フ
ァ
シ
ス
ト
ま
が
い

「戦
後
80
年
」
の
夏
休
み

誘
わ
れ
た
湖
畔
の
雷
鳥
や
、
夕
日
に

染
ま
る
山
の
夕
暮
れ
に
心
癒
や
さ
れ

る
。
温
泉
小
屋
で
、
地
元
中
学
生
の

「
富
山
大
空
襲
」
に
つ
い
て
の
自
由

研
究
レ
ポ
ー
ト
展
示
を
見
つ
け
て
、

「
戦
後
80
年
」
を
改
め
て
心
に
刻
む
。

　

暑
い
東
京
に
戻
り
、
世
田
谷
の

「
ピ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
」（『
原
爆

と
人
間
』
写
真
＆

資
料
展
示
）
や
江

戸
川
の
平
和
展
示

（
丸
木
位
里
夫
妻

の
原
爆
の
図
の
複

製
な
ど
）に
参
加
。

の
極
右
に
、
国
民
が
期
待
を
寄
せ
る

危
険
な
方
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。（
何

で
も
地
方
議
会
で
１
５
５
議
席
の

〝
草
の
根
〟
の
活
動
を
展
開
し
て
い

る
ら
し
い
）

　

石
破
の
自
民

党
が
少
数
与
党
に

な
っ
た
と
は
い
え
、

武
器
輸
出
の
な
し

崩
し
拡
大
や
軍
事

訓
練
な
ど
、
戦
争

準
備
が
着
々
と
進

む
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ

の
動
き
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。

　

日
本
の
軍
拡
・
改
憲
反
対
の
と
り

く
み
を
ゆ
る
め
て
は
い
け
な
い
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
・
パ
レ
ス
チ
ナ
人
虐

殺
反
対
の
闘
い

と
と
も
に
、
が

ん
ば
り
つ
づ
け

よ
う
！
（
文
と

写
真
・
森　

遵
）
戦争反対！

　

毎
月
19
日
の
議
員
会
館
前
行
動

は
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
う
い
う

状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
声
を
上
げ
、
運

動
の
幅
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
だ
け
が

情
報
源
の
よ
う
な
、
若
い
人
に
広
げ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
会
議
員
や
市
民
運
動
か
ら
挨

拶
や
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
以
下
、

立
憲
民
主
党
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議

員
の
決
意
表
明
の
一
部
で
す
。

　
「
私
た
ち
は
、
こ
の
間
、
共
生
社

会
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
選
挙
期
間

の
特
に
後
半
か
ら
、
排
外
主
義
、
差

別
助
長
の
脅
威
は
全
国
で
感
じ
ま
し

た
。
立
憲
が
、
自
公
が
票
を
減
ら
し

た
分
の
信
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
差

別
分
断
で
な
く
、
誰
も
が
人
権
を
守

ら
れ
る
日
本
社
会
を
作
る
た
め
に
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」。

　
「
今
年
は
戦
後
80
年
で
す
。
歴
史

を
修
正
し
よ
う
と
す
る
勢
力
が
出

て
き
た
こ
と
も
、
恐
ろ
し
い
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
勢
力
に
負
け
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
二
度
と
人
権

の
守
ら
れ
な
い
よ
う
な
社
会
に
は
し

た
く
な
い
。
こ
れ
は
世
界
も
同
じ
で

す
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
、

も
っ
と
国
際
社
会
に
平
和
と
人
権
を

守
る
こ
と
、
核
廃
絶
を
訴
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
」。

　
「
私
た
ち
立
憲
民
主
党
は
人
権
と

平
和
を
守
る
た
め
、
全
力
で
頑
張
っ

て
い
く
決
意
で
す
。
引
き
続
き
、
野

党
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
す
」。

岸
ま
き
こ
議
員
が
決
意
表
明

岸
ま
き
こ
議
員
が
決
意
表
明

９
月
は
国
会
正
門
前
開
催

９
月
は
国
会
正
門
前
開
催

排
外
主
義
Ｎ
Ｏ
！
戦
後

排
外
主
義
Ｎ
Ｏ
！
戦
後
8080
年
、
不
戦
の
誓
い

年
、
不
戦
の
誓
い

　
を
忘
れ
ず
、
憲
法
９
条
を
実
践
し
よ
う
！

　
を
忘
れ
ず
、
憲
法
９
条
を
実
践
し
よ
う
！

　

次
回
９
月
19
日
は
、
国
会

正
門
前
で
、
規
模
を
拡
大
し

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
時

間
と
体
調
に
余
裕
が
あ
れ
ば

の
話
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
と
写
真
・
岡
澤
徹
）
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②
ボ
ー
ナ
ス
０
・
05
月
引
上
げ
、
③

通
勤
手
当
と
本
府
省
業
務
調
整
手

当
改
善
等
の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

必
要
な
措
置
検
討
」
と
、
踏
み
込
ま

な
か
っ
た
こ
と
、「
比
較
企
業
規
模

を
も
と
に
戻
し
た
引
上
げ
は
当
然
の

こ
と
だ
が
、
労
働
基
本
権
の
代
償
措

置
と
さ
れ
る
制
度
の
安
定
性
の
観
点

か
ら
客
観
的
・
合
理
的
根
拠
を
示
す

べ
き
」「
検
討
さ
れ
る
新
た
な
人
事

制
度
の
方
向
性
に
懸
念
」
な
ど
の
見

解
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
①
人
材
獲

得
競
走
を
踏
ま
え
、
比
較
対
象
企
業

規
模
を
「
50
人
以
上
」
か
ら
「
100
人

以
上
」（
本
府
省
職
員
は
一
千
人
以

上
）
に
引
上
げ
、
②
月
例
給
を
３
・

62
％
引
上
げ
、
採
用
市
場
を
考
慮
し

た
初
任
給
大
幅
引
上
げ
、
若
年
層
に

重
点
配
分
の
一
方
、
全
て
の
級
・
号

俸（
行
一
）で
２
・
７
％
以
上
引
上
げ
、

１）給与に関する勧告
＜官民給与比較方法見直し＞
＊人材獲得競争を踏まえ、より規模
　の大きい企業と比較
　比較対象企業規模「50 人以上」か
　ら「100 人以上」に引上げ
　本府省職員は東京 23 区・本店の
　企業規模「500 人以上」から「1000
　人以上」に引上げ
＜月例給＞
○官民較差：15,014 円（3.62％）
○行政職俸給表 ( 一 )
＊採用市場の競争力向上のため、初
　任給を大幅に引上げ
　総合職（大卒）+12,000 円（5.2％）
　一般職（大卒）+12,000 円（５.5％）
　一般職（高卒）+12,300 円（6.5％）
＊若年層に重点を置きつつ、行政職
　俸給表（一）平均改定率 3.3％、す
　べての級・号俸で 2.7％以上引上げ
＜ボーナス＞
＊民間の支給状況を調査し官民比較
　年間 4.60 月分→ 4.65 月分
　期末手当、勤勉手当 0.025 月分引上げ
＜通勤手当＞
＊自動車等利用 65Km → 100Km 以上
＊駐車場利用の手当新設（5,000 円上限）
＜その他＞
＊本府省業務調整手当
　幹部・管理職員を支給対象に加え、
　課長補佐級以下の手当額引上げ
＊月例給与水準が地域別最低賃金を
　下回る場合、差額補填手当を措置
２）公務員人事管理に関する報告
＊人事院が実現する 「これから」の公務
　①実力本位で活躍できる公務
　②働きやすさと成長が両立する公務
　③誰もが挑戦できる開かれた公務
＊ 60 歳前後の給与水準（給与カーブ）
　定年の段階的引上げ期間の人事管理の
　在り方や、民間企業の状況を注視し、　
　段階的引上げが完成する 31 年３月迄
　に必要な措置を講じるよう引続き検討。

人事院
勧　告

3434
年
ぶ
り
に
月
例
給
３
％
超

年
ぶ
り
に
月
例
給
３
％
超

東
京
清
掃
の
闘
い
を
応
援

東
京
清
掃
の
闘
い
を
応
援

▽
官
民
比
較
対
象
50
人
以
上
→
100
人
以
上

▽
月
例
給
３
・

月
例
給
３
・
6262
％
、
ボ
ー
ナ
ス
０
・

％
、
ボ
ー
ナ
ス
０
・
0505
月月

引
上
げ　

▽
再
任
用
職
員
処
遇
改
善
見
送
り

引
上
げ　

▽
再
任
用
職
員
処
遇
改
善
見
送
り

人
材
獲
得
競
争
踏
ま
え
、
官
民

人
材
獲
得
競
争
踏
ま
え
、
官
民

給
与
の
比
較
方
法
を
見
直
し

給
与
の
比
較
方
法
を
見
直
し

人事院勧告・報告の概要

昨年の東京清掃賃金確定総決起集会昨年の東京清掃賃金確定総決起集会
（写真は東京清掃提供）（写真は東京清掃提供）

新
た
な
人
事
制
度
の
方
向
性
に
懸
念

新
た
な
人
事
制
度
の
方
向
性
に
懸
念

　

東
京
清
掃
の
最
重
要
課
題
は
、「
現

業
賃
金
水
準
と
構
造
、
人
事
制
度
の

抜
本
的
改
善
」で
す
。
退
職
者
会
は
、

今
年
も
現
役
世
代
の
闘
い
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

　

人
事
院
は
給
与
勧
告
の
水
準
を
、

「
定
期
昇
給
分
を
加
え
る
と
、
月
収

で
約
５
・
１
％
の
給
与
改
善
」
と
報

告
し
て
い
ま
す
。
連
合
が
発
表
し
た

25
春
闘
回
答
集
計
の
５
・
25
％
に
近

い
と
は
い
え
、
物
価
上
昇
を
超
え
る

水
準
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。

　

自
治
労
は
、「
４
年
連
続
の
月
例

給
・
一
時
金
引
上
げ
、
34
年
ぶ
り
の

改
定
率
３
％
超
え
は
、
25
春
闘
の
成

果
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
」が
、

「
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を
定
年

の
段
階
的
引
上
げ
期
間
完
成
ま
で
に


